
一
般
質
問
の
１
２

月
８
日
議
長
に
替
わ

り
一
日
議
長
席
に
座

り
議
事
を
進
め
ま
し

た
。
議
長
席
か
ら
は
、

議
場
が
よ
く
見
わ
た

せ
、
誰
が
何
を
し
て

い
る
と
か
、
ま
た
傍

聴
席
の
様
子
が
手
に

取
る
よ
う
に
わ
か
り

ま
し
た
。
質
問
、
答

弁
の
内
容
も
よ
く
聞
こ
え
気
に

な
る
内
容
も
し
ば
し
ば
で
、
思

い
の
ほ
か
緊
張
す
る
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
が
、
ま
た
機
会
が
あ

れ
ば
・
・
・
・

と
こ
ろ
で
、
最
終
日
の
本
会

議
の
欠
席
に
多
く
の
方
か
ら
御

心
配
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。
当

日
は
午
前
中
委
員
会
が
あ
り
、

終
了
後
に
実
父
が
救
急
車
で
運

ば
れ
た
と
い
う
電
話
が
あ
り
、

議
長
の
許
し
を
受
け
病
院
に
駆

け
つ
け
た
た
め
、
議
会
の
終
了

に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

父
は
そ
の
後
心
配
す
る
症
状

も
あ
り

ま
せ
ん

が
、
皆

さ
ん
に

大
変
御

心
配
を

か
け
ま

し
た
。
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東
有
田
に
あ
る
ウ
ッ
ド
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
は
、
大
分
県
の

グ
リ
ー
ン
ポ
リ
ス
構
想
を
受

け
、
平
成
８
年
に
開
発
行
為

の
許
可
を
受
け
、
平
成
１
１

年
３
月
に
第
１
期
の
造
成
工

事
が
完
了
し
、
４
月
か
ら
分

譲
を
開
始
し
た
。
分
譲
で
進

出
し
た
企
業
は
、
製
材
工
場
、

原
木
市
場
、
家
具
製
造
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
等
の
１
３
社

で
あ
り
、
分
譲
率
は
６
０
％

と
低
迷
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
の
５
社
が
、
土

地
譲
渡
契
約
に
基
づ
く
土
地

の
支
払
い
代
金
を
１
０
年
間

徴
収
猶
予
を
う
け
て
い
た
。

し
か
し
平
成
２
１
年
度
に
企

業
か
ら
猶
予
期
間
の
延
長
の

要
望
が
あ
り
、
４
社
と
３
年

以
内
の
期
限
延
長
の
契
約
を

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
３
年
も
１
１
月
に
期

限
を
迎
え
る
た
め
、
企
業
も

行
政
も
早
急
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

議
会
と
し
て
は
１
月
中
に

全
員
協
議
会
を
開
き
、
当
初

の
支
払
い
猶
予
の
要
因
や
条

件
、
さ
ら
に
３
年
延
長
を
し

た
要
因
等
の
経
過
と
今
後
の

方
針
、
特
に
再
延
長
や
賃
貸

ま
た
契
約
履
行
の
影
響
等
に

つ
い
て
行
政
の
説
明
を
求
め

る
事
に
し
て
い
る
。

今
定
例
会
で
最
も
注
目

さ
れ
て
い
た
の
は
、
副
市

長
の
人
事
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。９

月
定
例
会
で
、
市
長

が
提
案
を
引
き
下
げ
た
経

過
も
あ
り
、
ど
う
い
っ
た

提
案
が
な
さ
れ
る
か
見
守
っ

て
い
た
が
、
９
月
に
し
め

さ
れ
た
も
の
と
同
一
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
に
も
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
る
人
物
を

是

非

に

と

要

望

し

て

い

た

が

そ

れ

が

実

現

で
き
な
か
っ

た
。私

た
ち
社
民
ク
ラ
ブ
は
、

選
挙
の
責
任
者
だ
っ
た
者

を
指
名
す
る
の
は
問
題
が

あ
る
こ
と
、
か
つ
て
副
市

長
時
に
途
中
で
辞
職
し
た

こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て

反
対
を
貫
い
た
。

結
果
は
多
数
を
以
て
採

択
さ
れ
、
石
松
氏
の
再
任

と
な
っ
た
。

二
度
の
提
案
で
市
長
の

期
待
は
非
常
に
大
き
い
と

思
わ
れ
る
。
責
任
を
持
っ

て
そ
の
手
腕
を
充
分
発
揮

し
て
も
ら
い
た
い
。
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部 名 補正額（千円） 部 名 補正額（千円）

総務企画部 124,768 農林振興部 280

地域振興部 1,123 土木建築部 ▲4,958

市民環境部 ▲36,531 教育委員会 ▲22,016

福祉保健部 4,068 議会・選管・他 ▲15,476

商工観光部 6,438 合 計 57,714

12月定例会

までの総予算

378億

2896万円

本庁舎等照明設備

省エネルギー改修事業

本庁舎、別館の事務室内の照

明の個別スイッチ取付け及び廊

下、トイレ等に省エネ管を取付

けるもの。

個別スイッチ 620個

省エネ管 500本

補正額 726万6千円

資料公開スペース

設置事業

行政資料等の情報公開

のため、本庁舎の１階フ

ロアーに資料公開スペー

スを設置するもの。

補正額 145万3千円

日田消防署天ヶ瀬出張所

跡地購入事業

上の写真の天ヶ瀬出張所の

跡地を日田玖珠広域

消防組合から購入す

るもの。

土地の広さ

442.98㎡

（約 134坪）

補正額 952万9千円

新しい天ヶ瀬出張所は、

日田市役所天ヶ瀬振興局の

すぐ手前、日田から行けば

右側にあります。

東日本大震災に伴う補正

非常備消防費
（消防団員等公務災害補償等共

済基金掛金分）

東日本大震災により被災した

消防団員の公務災害補償を行

うため共済掛金の追加

補正額 2774万円

大山ダムに関連した補正

ひた水源地域観光開発事業
様々な物議を醸しだしていた

大山の田来原の観光開発を中

心とした計画の策定

補正額 367万8千円

（報酬 32万円）

（旅費 15万円）

（委託費 320万3千円）

子ども、児童福祉に関するもの

児童扶養手当事業
母子又は父子家庭に対し、児

童の福祉の増進を目的に支給

している事業で、受給者の増

より、補正を行うもの

補正額 848万2千円

子ども医療費助成事業
子どもの保険の向上と養育し

ている家庭に経済的支援のた

め子ども（未就学児、小学生、

中学生「入院のみ」）の医療

費を助成するもので件数の増

による補正

補正額 1653万8千円

奨学資金貸付事業
本年4月に高等学校等に入学予

定者に入学準備金の増額

補正額 102万6千円

日田市事業仕分け

1月14日（土）試行

市長公約の事業仕分けが、

1月14日（土）試行されるこ

とが定例会の一般質問で明ら

かになりました。

仕分けに係る内容は、義務

的経費や経常的業務を除く5

年以上継続している事業のな

かでオムツ支給、英語授業招

致等の8事業を行うとのこと

です。会場は市役所本庁舎7

階大会議室ですので興味のあ

る方はどしどし傍聴に。



第４１号 みぞぐちちとし 活動報告 ２０１２年 １月

運搬時間、衛生管理が問題
上津江に獣肉処理場を設置

農林業においてはイノシシや鹿による被害が

年々増え続けており、大きな社会問題になって

います。特に山間部の小規模集落ではその影響

が大きく地域の脅威となってきています。その

対策として捕獲等により個体数の減少を進めて

きました。その捕獲したイノシシ等の獣肉を商

品として流通させるため獣肉処理場を設置する

ことになったものです。

いくつか問題点を指摘すれば

①設置場所が上津江町川原のため旧市内で

捕獲したものをここに運搬するのに長時間

を要し、商品化することが出来なくなる心

配がある。

②解体処理によって地域の環境に悪影響が出

ない衛生管理が徹底出来るのか。

等々がありますが、商品化には期待も大きく

また被害減少に役立つと判断し賛成しました。

なお、施行開始は本年4月1日からで施設の

建設費用は、1942万2千円です。

昭
和
３
８
年
に
発
足
し

た
「
日
田
市
奨
学
金
」
制

度
は
現
在
平
成
２
３
年
度

ま
で
に
約
２
０
０
０
名
が

利
用
し
人
材
の
育
成
に
寄

与
し
て
き
ま
し
た
。

し

か

し

近

年

の

景

気

低
迷
で
、
奨
学
資
金
を
希

望
す
る
人
の
要
望
も
、

①
入
学
準
備
金
の
み
の
貸

与
が
で
き
な
い
か

②
専
修
学
校
の
対
象
校
の

範
囲
を
広
げ
ら
れ
な
い
か

③
返
還
期
間
の
延
長
が
出

来
な
い
か
、
等
々
が
強
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
運
営
上
で
も
、

①
募
集
が
年
一
回
の
た
め
、

年
度
途
中
で
の
修
学
困
難

者
や
中
途
で
の
新
規
入
学

に
対
応
で
き
な
い

②
経
済
的
に
修
学
困
難
な

生
徒
が
成
績
を
理
由
に
対

象
か
ら
外
れ
る
等
々
の
課

題
が
あ
り
、
貸
付
要
件
を

緩
和
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、

・
年
度
中
途
の
募
集
・
専

修
学
校
の
範

囲
拡
大
・
返

還
期
間
の
延

長
等
で
す
。

要
件
緩
和
で
利
用
し
や

す
い
制
度
に
変
更
な
っ
た

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

学校教育は規模で

はなく質であると云

われるが、市内では

少子化で児童数が急

激に減少し教育の機

会均等が保てない等

の意見も少なくなく、

小学校の統廃合の議

論が重ねられてきた。

その中「過小規模

小学校を統合し、学

校規模の適正化、学

校教育の機会均等、

教育効果の向上を図

る」目的で旧郡部の

１２校が４校に統合

されることになった。

複式学級の解消等

の要望もあったが、

様々な意見があり賛

否が分かれている小

中一貫教育制導入も

背景にあり統合校の

位置もその目的に沿

う形で決定されてお

り今後の推移に注目

している。

少子化の進展によ

る施策であるが、地

域に学校がなくなる

ことは、さらに過疎

化に拍車をかけるこ

とにもなると少なか

らぬ危惧もあり、ま

た統合だけで少子化

における教育問題の

解決が果たせるのか

という疑問も残る。

統合前の学校名 人数 統合後の学校名 人数

大野小学校 28名

前津江小学校 48名出野小学校 5名

赤石小学校 15名

中津江小学校 36名
津江小学校 65名

上津江小学校 29名

馬原小学校 49名

東渓小学校 128名
台小学校 14名

丸山小学校 34名

桜竹小学校 31名

五馬小学校 36名

いつま小学校 74名塚田小学校 17名

出口小学校 21名
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９
月
定
例
会
で
質
問
し
た
市
道
銭
花
〜

五
条
殿
線
の
離
合
所
に
つ
い
て
一
部
区
間

で
離
合
所
の
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
仏
石
と
五
条
殿
の
停
留
所
の
区

間
は
特
に
狭
く
、
木
材
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ

ク
等
が
通
行
す
る
場
合
ほ
と
ん
ど
離
合
困

難
で
し
た
が
、
一

か
所
離
合
所
が
で

き
た
こ
と
で
少
し

は
解
消
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

土
地
の
話
合
い

が
で
き
れ
ば
他
に

も
進
め
る
事
が
で

き
る
と
の
こ
と
で

す
の
で
、
よ
ろ
し

く
。

県道日田鹿本線の八幡町内の道路

について、先年の知事との懇談会で

離合所の整備が約束されながら進ん

でいないとの地元からの指摘があり、

その箇所について県会議員や県の西

部振興局との話合いを進めた結果、

来年度から具体的な土地の折衝や工

事に着手するようになったと報告を

うけています

一
時
解
散
が
検
討
さ
れ
た
日
田

市
林
業
活
性
化
議
員
連
盟
に
つ
い

て
、
活
動
を
地
道
に
進
め
て
行
く

こ
と
を
条
件
に
再
設
立
さ
れ
、
従

来
か
ら
日
田
は
森
林
林
業
が
中
心

と
い
う
思
い
が
強
く
頑
張
っ
て
み

よ
う
と
思
い
立
ち
、
会
長
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
年
度
と
次
年
度
は
日
田
市
の

行
政
や
製
材
所
、
森
林
組
合
な
ど

の
林
業
関
係
者
か
ら
話
を
聞
く
研

修
会
を
中
心
に
行
い
課
題
等
を
議

員
全
員
で
共
有
し
、
活
性
化
に
向

け
て
様
々
な
施
策
に
つ
い
て
の
検

討
を
重
ね
、
役
に
立
つ
議
員
連
盟

に
し
た
い
と
燃
え
て
い
ま
す
。

災害や急病などから、生

命と財産を守るため消防士

増による消防力の強化は必

要不可欠です。１２月２７

日に行われた広域消防組合

議会での、私の一般質問に

対する答弁で現状の１０５

名から平成２８年度までに

１２０名体制にすることが

確認されました。現状非常

に厳しい出動体制にあると

言われているだけに、その

解消に向けた確認が出来た

と考えます。

加えて、高規格救急車を

有効に活用するための救急

救命士の増員についても確

認、要望を行ってきました。

現状の職員採用の受験資

格では救急救命士資格保有

者には年齢等で厳しい内容

となっておりその緩和等に

ついても検討するとの答弁

を得ています。また、来年

度は資格保有者に限定した

採用試験も検討しており早

急な体制作りも考えられて

います。また女性消防士の

積極的な採用についても検

討しているとの答弁もあっ

たところです。


